
(57)【要約】

【課題】　日常よく使用される品物に取り付けられ、保

温効果をもたらす保温ベストの構造を提供する。

【解決手段】　ジャケット、ズボン、手袋、ウェストパ

ッド、ニーパッド、アームパッド、帽子、マスク、シー

ツ、靴等に取り付けられ、保温効果をもたらす。活性炭

素繊維布を発熱体２として、衣類、パッド、布団等の内

部に縫い付けたり貼り付けたりスナップで固定したりす

る。発熱体２はリード線５からプラグ５１が伸びて、電

源コントローラー３及び電池４に差し込まれる。電源コ

ントローラー３には電源スイッチと、強、中、弱の温度

調節が可能なコントロールボタンと、LEDランプ３３と

がある。電源コントローラー３のスイッチを入れると、

電池４が瞬間的に充電し、発熱体２が数秒内に発熱して

、人体に適した温度になる。さらに、電源コントローラ

ー３によって温度設定の調節を行なうようになっており

、適当な温度を保って人体に心地よい保温効果を発揮す

る。

【選択図】　図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー 保 温 効 果 の あ る 装 置 を 人 体 が 着 用 す る 衣 類 に 取 り 付 け た 構 造 で あ っ て 、 熱
エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ 、 人 体 を 保 温 す る 効 果 が あ り 、 活 性 炭 素 繊 維 の 布 の 発 熱 体 が 必 要 に
応 じ て 縫 い 付 け 、 貼 り 付 け 、 ま た は ス ナ ッ プ で 固 定 さ れ て ベ ス ト の 内 側 表 面 に 取 り 付 け ら
れ 、 複 数 の 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 は 伸 縮 す る リ ー ド 線 が 薄 膜 式 の 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー 及
び 電 池 に 伸 び 、 そ の 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー に は ス イ ッ チ ボ タ ン と 、 強 、 中 、 弱 の 調 節 が 可 能
な コ ン ト ロ ー ル ボ タ ン と 、 そ れ に 対 応 す る LEDラ ン プ と が あ り 、 活 性 炭 素 繊 維 布 が 発 熱 す
る た め の 電 源 は リ チ ウ ム 電 池 あ る い は ナ ノ リ チ ウ ム 電 池 で あ り 、 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー の ス
イ ッ チ を 押 す と 電 池 が 瞬 間 的 に 充 電 し 、 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 が 数 秒 内 に 発 熱 し て 、 人
体 に 適 し た 温 度 に な り 、 環 境 の 温 度 変 化 に 応 じ て コ ン ト ロ ー ラ ー に よ っ て 強 、 中 、 弱 の 三
つ の 温 度 設 定 の 調 節 を 行 な う よ う に な っ て い る こ と に よ り 、 適 当 な 温 度 を 保 っ て 人 体 に 心
地 よ い 保 温 効 果 を 発 揮 す る こ と を 特 徴 と す る 保 温 ベ ス ト の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ジ ャ ケ ッ ト 、 ズ ボ ン 、 手 袋 、 ウ ェ ス ト パ ッ ド 、 ニ ー パ ッ ド 、 ア ー ム パ ッ ド 、 帽 子 、 マ ス
ク 、 シ ー ツ 及 び 靴 を 含 む 日 常 使 用 す る 品 物 に 熱 エ ネ ル ギ ー 保 温 効 果 の あ る 装 置 を 応 用 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 の 電 源 は 、 交 流 ま た は 直 流 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 保 温 ベ ス ト の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 保 温 衣 類 あ る い は 布 団 類 は 、 一 般 に キ ル ト 、 フ ラ ノ 、 シ ル ク 等 の 保 温 材 質 を 用 い
て い る 。 こ の 種 の 材 質 は 冷 気 か ら 隔 絶 す る こ と で 保 温 の 目 的 を 果 た す も の で あ り 、 熱 を 発
生 さ せ る こ と は で き な い 。 そ し て 、 あ る 程 度 の 厚 さ が な い と 、 充 分 な 保 温 効 果 が 望 め な い
。 し た が っ て 、 比 較 的 進 歩 し た 保 温 衣 類 は 、 電 熱 ヤ ー ン を 発 熱 体 と し て 利 用 し 、 そ れ を 衣
類 や 布 団 の 中 に 組 み 込 ん で 、 そ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て い る 。 こ の タ
イ プ は 、 保 温 効 果 は 得 ら れ る も の の 、 電 熱 線 が 充 電 に よ っ て 温 度 を 上 げ て 熱 く す る た め 、
往 々 に し て そ の 発 熱 の 度 合 い が 不 均 衡 に な り や す い 。 ま た 、 熱 く な り す ぎ て 火 花 が 出 る 恐
れ も あ る 。 そ の 上 、 使 用 年 限 も 短 く 、 折 っ た り も ん だ り す る の を 嫌 う 。 し た が っ て 、 着 心
地 が 悪 く 、 水 洗 い も で き な い と い っ た 欠 点 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 の 電 熱 線 の 充 電 発 熱 に よ る 電 源 用 電 量 は 比 較 的 大 き い こ と が 必 要 と な る 。 し
た が っ て 、 一 般 に は 家 庭 用 の 布 団 に 使 用 さ れ る 。 そ し て 、 １ １ ０ あ る い は ２ ４ ０ ボ ル ト の
電 源 が 普 通 で あ る 。 人 体 に 着 用 す る の は 稀 で あ る が 、 仮 に 人 体 に 着 用 し た 場 合 、 そ の 消 費
電 量 は 非 常 に 大 き い も の に な る 。 こ の た め 、 使 用 す る 電 池 は 許 容 量 の 大 き い も の で あ っ っ
て 、 必 然 と 重 く な る 。 こ の タ イ プ は 長 時 間 発 熱 保 温 効 果 が あ る が 、 や は り 理 想 的 だ と は 言
え な い 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 の 一 つ の 目 的 は 、 ジ ャ ケ ッ ト 、 ズ ボ ン 、 手 袋 、 ウ ェ ス ト パ ッ ド 、 ニ ー パ ッ ド 、 ア
ー ム パ ッ ド 、 帽 子 、 マ ス ク 、 シ ー ツ 、 靴 等 の 、 日 常 よ く 使 用 さ れ る 品 物 に 取 り 付 け て 応 用
し 、 保 温 効 果 を も た ら す こ と が 可 能 で あ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 本 考 案 の も う 一 つ の 目 的 は 、 電 子 回 路 、 活 性 炭 素 繊 維 の 布 の 発 熱 体 等 の パ ー ツ を 衣 類 内
に 組 み 込 み 、 電 池 電 源 の 起 動 に よ り 、 活 性 炭 素 繊 維 の 布 が 人 体 に 適 し た 温 度 で 発 熱 し て 、
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衣 類 の 保 温 効 果 を 発 揮 す る 特 長 を 持 つ 保 温 ベ ス ト の 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 は 、 ジ ャ ケ ッ ト 、 ズ ボ ン 、 手 袋 、 ウ ェ ス ト パ ッ ド 、 ニ ー パ ッ
ド 、 ア ー ム パ ッ ド 、 帽 子 、 マ ス ク 、 シ ー ツ 、 靴 等 の 、 日 常 よ く 使 用 さ れ る 品 物 に 取 り 付 け
て 応 用 し 、 保 温 効 果 を も た ら す こ と が 可 能 で あ る 。 本 考 案 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 は 、 活 性 炭
素 繊 維 の 布 を 発 熱 体 と し て 、 衣 類 、 パ ッ ド 、 布 団 等 の 内 部 に 縫 い 付 け た り 、 貼 り 付 け た り
、 ス ナ ッ プ で 固 定 し た り し て 用 い る 。 そ の 内 部 に 取 り 付 け ら れ た 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体
は 、 伸 縮 す る リ ー ド 線 か ら プ ラ グ が 伸 び て 、 薄 膜 式 の 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー 及 び 電 池 に 差 し
込 ま れ る 。 そ の 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー に は 電 源 ス イ ッ チ と 、 強 、 中 、 弱 の 調 節 が 可 能 な コ ン
ト ロ ー ル ボ タ ン と 、 そ れ に 対 応 す る LEDラ ン プ と が あ る 。 さ ら に 、 活 性 炭 素 繊 維 布 を 発 熱
さ せ る 電 源 は 、 主 に リ チ ウ ム 電 池 あ る い は ナ ノ リ チ ウ ム 電 池 （ ３ ． ６ ～ ２ ４ V、 容 量 ４ ０
０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｍ A） で あ る 。 そ し て 、 薄 膜 式 の コ ン ト ロ ー ラ ー の ス イ ッ チ を 入 れ る と
、 電 池 が 瞬 間 的 に 充 電 し 、 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 が 数 秒 内 に 発 熱 し て 、 人 体 に 適 し た 温
度 に な る 。 さ ら に 、 環 境 の 温 度 変 化 に 応 じ て 、 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ っ て 強 、 中 、 弱 の 三 つ
の 温 度 設 定 の 調 節 を 行 な う よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 適 当 な 温 度 を 保 っ て 人 体 に 心
地 よ い 保 温 効 果 を 発 揮 す る と い う 特 長 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 活 性 炭 素 繊 維 布 は 導 電 炭 素 材 の 特 性 を 持 ち 、 充 電 に よ っ て 熱 を 発 生 さ せ る と い う 効
果 が あ る 。 さ ら に 、 通 電 状 態 に お い て 遠 赤 外 線 波 を 発 生 さ せ る こ と も 可 能 で 、 人 体 の 深 層
細 胞 に 適 度 な 共 振 効 果 を 発 生 さ せ る 。 し た が っ て 、 活 性 炭 素 繊 維 布 の 熱 エ ネ ル ギ ー 効 果 及
び 遠 赤 外 線 波 の 二 重 の 効 果 が あ る た め 、 体 を 温 め て 血 液 の 循 環 を 促 し 、 余 分 な 脂 肪 を 燃 焼
さ せ 、 新 陳 代 謝 を 促 し 、 栄 養 の 吸 収 を よ く す る と い う 効 果 も あ る 。 そ の 上 、 内 分 泌 系 統 を
調 節 し 、 人 体 の 免 疫 力 を 高 め る と い う 効 果 も 望 め る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 は 以 下 の 場 合 に 適 し て い る 。
　 １ ． 冬 季 に ア ウ ト ド ア ス ポ ー ツ を す る 人 （ 釣 り 、 登 山 、 ス キ ー 、 ゴ ル フ 等 ）
　 ２ ． オ ー ト バ イ の ラ イ ダ ー
　 ３ ． 虚 弱 体 質 者 、 障 害 者
　 ４ ． 血 液 の 循 環 の 悪 い 人
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 保 温 ベ ス ト の 構 造 に は 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 １ ． 発 熱 保 温 構 造 装 置 が 使 用 さ れ て い る 。 電 力 消 費 が 微 量 な 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 を
使 用 し て い る の で 、 長 時 間 の 使 用 が 可 能 で あ る 。
　 ２ ． 軽 く て 薄 い 布 状 の 柔 ら か い 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 を 主 と し て い る の で 、 着 用 時 に
全 く 負 担 を 感 じ ず 、 着 心 地 が よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ３ ． い か な る 環 境 温 度 に も 適 合 し 、 着 用 し た 時 に 発 熱 保 温 す る 衣 類 の 構 造 で あ る 。 電 子
回 路 の 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 発 熱 体 の 温 度 調 整 を 行 な い 、 あ る い は 強 、 中 、 弱 の 三 段
階 の 調 整 を 行 な う と い う 多 機 能 を 持 つ 。
　 ４ ． 極 め て 安 全 な 不 燃 焼 性 の 発 熱 保 温 構 造 で あ る 。 そ の 活 性 炭 素 繊 維 布 は 、 微 電 流 に よ
っ て 熱 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し 、 そ れ 自 体 が 溶 け た り 、 劣 化 す る こ と が な い た め 、 理 想 的 な 不
燃 材 料 で あ る 。 こ の た め 、 安 全 性 が 高 く 、 人 体 を 傷 つ け る こ と は け っ し て な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ５ ． 使 用 年 数 が 長 い 発 熱 保 温 衣 類 の 構 造 で あ る 。 そ の 活 性 炭 素 繊 維 布 の 発 熱 体 は 、 軽 く
て 布 状 の 柔 ら か い 材 質 で あ る 。 そ の 性 質 は 温 度 変 化 に 強 く 、 劣 化 す る こ と が な く 、 使 用 年
数 が 長 い と い う 特 長 を 持 つ 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 1を 参 照 す る 。 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 は 、 ベ ス ト １ 、 い く つ か の
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発 熱 体 ２ 、 ス イ ッ チ の あ る 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ 、 な ら び に 電 池 ４ か ら な る 。 ベ ス ト １ は
、 ジ ャ ケ ッ ト 、 ズ ボ ン 、 手 袋 、 ウ ェ ス ト パ ッ ド 、 ニ ー パ ッ ド 、 ア ー ム パ ッ ド 、 帽 子 、 マ ス
ク 、 シ ー ツ 、 靴 等 で も 可 能 で あ る 。 発 熱 体 ２ は 活 性 炭 素 繊 維 布 で あ り 、 必 要 に 応 じ て 、 縫
い 付 け た り 、 貼 り 付 け た り 、 ス ナ ッ プ で 固 定 し た り し て 、 ベ ス ト １ の 内 側 表 面 に 取 り 付 け
る 。 例 え ば 、 ジ ャ ケ ッ ト の 背 中 部 分 や 胸 部 分 に ２ 組 ず つ 、 あ る い は ズ ボ ン の 内 側 の 上 下 に
三 ヶ 所 ず つ 取 り 付 け る （ 図 示 は さ れ て い な い ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ を 参 照 す る 。 発 熱 体 ２ に は 、 伸 縮 す る リ ー ド 線 ５ が あ り 、 そ の リ ー ド 線 ５ の 末 端 部
分 に は プ ラ グ ５ １ が あ る 。 プ ラ グ ５ １ は 簡 単 に 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ の 電 源 差 込 口 ３ １ に
着 脱 で き よ う に な っ て い る 。 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ は 薄 い 箱 型 で あ り 、 そ の 側 面 に は 電 源
差 込 口 ３ １ が あ る 。 正 面 パ ネ ル に は 温 度 コ ン ト ロ ー ル 表 示 器 が あ っ て 、 薄 膜 式 の ボ タ ン ３
２ （ OFF、 強 、 中 、 弱 の 四 つ の コ ン ト ロ ー ル ボ タ ン を 含 む ） と 、 そ れ に 対 応 す る LEDラ ン プ
３ ３ と か ら な る 。 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ は 端 子 に よ っ て 交 流 、 直 流 の 電 源 に 接 続 で き 、 そ
の 直 流 電 源 は リ チ ウ ム 電 池 あ る い は ナ ノ リ チ ウ ム 電 池 （ ３ ． ６ ～ ２ ４ V、 容 量 ４ ０ ０ ０ ～
１ ０ ０ ０ ０ ｍ A） で あ り 、 交 流 電 源 は 家 庭 用 の １ １ ０ ～ ２ ４ ０ Vで あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ を 参 照 す る 。 発 熱 体 ２ は 二 つ 一 組 で あ り 、 そ れ ぞ れ 背 中 部 分 と 胸 部 分 と に 取 り 付 け
ら れ て い る 。 そ し て 、 そ こ か ら 伸 び て い る リ ー ド 線 ５ の 前 端 の プ ラ グ ５ １ が 、 そ れ ぞ れ 電
源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ の 差 込 口 ３ １ 及 び 電 池 ４ に 差 し 込 ま れ て 、 回 路 を 形 成 し 、 電 熱 エ ネ ル
ギ ー の 保 温 ベ ス ト と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ を 参 照 す る 。 本 実 施 例 の 保 温 ベ ス ト を 使 用 す る 際 は 、 こ れ を 着 用 し 、 電 源 コ ン ト ロ
ー ラ ー ３ を ベ ス ト １ の ポ ケ ッ ト に 入 れ 、 発 熱 体 ２ か ら 伸 び た リ ー ド 線 ５ の 先 端 の プ ラ グ ５
１ を 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ の 電 源 差 込 口 ３ １ 内 に 差 込 み 、 ベ ス ト 1を 着 用 し た 後 、 電 源 コ
ン ト ロ ー ラ ー ３ の ス イ ッ チ を 押 す と 、 発 熱 体 ２ が 数 十 秒 内 に 人 体 に 適 度 な 温 度 ま で 達 し 、
電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー ３ の 温 度 調 節 表 示 器 に よ っ て 、 随 時 、 強 、 中 、 弱 の 三 種 類 の 段 階 ボ タ
ン を 選 ぶ こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 使 用 者 は 、 運 動 後 あ る い は 暖 か い 室 内 に 入 っ て
、 体 温 或 い は 気 温 が 上 昇 し た 時 、 随 時 電 源 を 切 る こ と が で き る 。 発 熱 体 ２ は 発 熱 を 停 止 し
、 本 実 施 例 の 保 温 ベ ス ト は た だ ち に 普 通 の 衣 類 と な り 、 わ ざ わ ざ 脱 ぐ 必 要 が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 を 正 面 及 び 背 面 か ら 見 た 状 態 を 示 す 模
式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 の 開 い た 状 態 を 示 す 立 体 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 を 展 開 し て そ の 構 成 部 分 の 配 置 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 保 温 ベ ス ト の 構 造 を 人 体 に お い て 使 用 し た 様 子 を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 ベ ス ト 、 ２ 　 発 熱 体 、 ３ 　 電 源 コ ン ト ロ ー ラ ー 、 ４ 　 電 池 、 ５ 　 リ ー ド 線 、 ３ １ 　
電 源 差 込 み 口 、 ３ ２ 　 薄 膜 ボ タ ン 、 ３ ３ 　 LEDラ ン プ 、 ５ １ 　 プ ラ グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(5) JP 3103005 U 2004.7.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

